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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
わ
が
国
は
以
前
に
も
増
し
て

厳
し
い
経
済
不
況
の
状
況
下
に
あ
り
、

大
手
銀
行
や
証
券
会
社
の
倒
産
な
ど
、

過
去
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
超
大
型
の

金
融
破
た
ん
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
政
治
・
行
政
に
お
い
て
も
全

く
の
閉
塞
状
態
に
あ
る
中
で
、
現
在
、

行
財
政
改
革
や
地
方
分
権
が
一
連
の
制

度
改
革
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
、
今
年
は
国
の
動
向
に

配
慮
し
つ
つ
、
よ
り
慎
重
か
つ
、
適
正

な
行
政
運
営
に
努
め
て
参
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
変
重
要
な
年
で
あ
り
、
昨

年
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
市
民
と

市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
の
中
で
い

一貞
長
井

市
石
一

白
～

た
だ
き
ま
し
た
各
種
の
ご
意
見
、
ご
提

言
を
尊
重
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
「
市

民
総
参
画
」
の
姿
勢
で
市
政
を
執
行
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

が
ご
臨
席
さ
れ
た
第
四
十
八
回
全
国
植

樹
祭
や
第
二
十
一
期
囲
碁
棋
聖
戦
、
女

流
王
将
戦
の
開
催
、
白
石
市
文
化
体
育

活
動
セ
ン
タ
ー
「
キ
ュ
ー
ブ
」
の
オ
ー

プ
ン
、
さ
ら
に
は
三
枝
成
彰
音
楽
大
学

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
機
構
（
J

B
L
）
の
第
三
十
一
回
日
本
リ
ー
グ
男

子
］
部
ゲ
ー
ム
の
開
催
な
ど
、
各
種
の
、

数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
白

石
市
の
情
報
を
内
外
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨
年
十
一
月
二
十
日
に
は
、

自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
こ
れ
ら
の
優

れ
た
施
策
を
実
施
し
た
こ
と
、
行
財
政

運
営
の
適
正
化
に
努
め
た
こ
と
に
よ

り
、
優
良
自
治
体
と
し
て
自
治
大
臣
表

彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
偏
に
、
白
石
市
は
も
と
よ
り
、

市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
活
性
化
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
特
に
「
白

石
ら
し
さ
」
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
引
き

出
す
た
め
に
、
白
石
本
来
の
歴
史
、
自

然
、
文
化
、
環
境
を
掘
り
起
こ
し
、
再

発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
認
を
促
し
、
そ
こ

か
ら
発
想
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
す
る
と
い

う
理
念
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
新
た

な
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
四
月
に
は
、
福
岡
蔵
本
地
区
に

建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
昨
年
オ

ー
プ
ン
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ァ
ハ
ウ
ス
と
合
わ

せ
、
「
福
祉
の
里
」
と
し
て
本
格
的
に

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
到
来
し
て
い
る
高
度
情
報
化

社
会
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め

の
施
設
と
し
て
、
旧
警
察
署
跡
地
に
建

設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
、
仮
称
「
白

石
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
も

七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
映
像
を
用
い
た

介
護
支
援
、
健
康
相
談
等
の
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
、
文
化
、
行
政
等

幅
広
い
情
報
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
厳
し
い
状

況
の
中
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
も
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
、
老
朽

化
し
た
公
立
刈
田
綜
合
病
院
（
白
石
市

外
二
町
組
合
）
の
移
転
新
築
で
あ
り
ま

す
。
医
療
法
改
正
が
目
前
に
せ
ま
っ
た

今
、
こ
の
計
画
に
踏
み
切
ら
な
け
れ
ば
、

百
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
刈
田
綜
合
病

院
は
、
地
域
医
療
の
中
心
と
な
る
べ
き

機
能
を
失
い
、
一
地
方
病
院
に
転
落
し
、

市
民
の
健
康
を
守
る
保
障
は
全
く
な
く

な
り
ま
す
。

　
現
在
計
画
し
て
お
り
ま
す
病
院
は
、

病
床
数
三
百
、
総
事
業
費
百
五
十
億
円

を
見
込
ん
で
お
り
、
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
等
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
財
政
運
営
は

健
全
に
推
移
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、

用
地
買
収
、
用
地
造
成
に
着
手
し
、
平

成
十
四
年
度
に
は
、
救
急
機
能
を
は
じ

め
脳
神
経
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
を
備

え
た
仙
南
の
中
核
病
院
と
し
て
開
院

し
、
市
民
の
健
康
と
命
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
と

市
勢
発
展
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
努
力

を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
」

実
現
の
た
め
に
、
市
政
に
知
恵
を
お
貸

し
い
た
だ
く
な
ど
、
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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『門驚

　　H『｝
▲高度情報化社会、高齢化社会

　に対応する（仮称）白石市マ

　ルチメディアセンター

』

鰻

＜今年4月の総合福祉センター

　オープンで、本格的に保健福

祉サービスの提供を開始する
　「福祉の里」

　
市
民
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
て
、
皆
様
の
ご
清
福
と

ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。　

咋
年
は
、
市
民
の
方
々
の
長
年
の
希

望
で
あ
っ
た
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー

が
五
月
に
落
成
、
そ
し
て
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
「
第
四
十
八
回

全
国
植
樹
祭
」
が
国
立
南
蔵
王
青
少
年

野
営
場
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
に

お
い
て
歴
史
に
残
る
大
事
業
が
あ
り
ま

し
た
。
本
年
は
、
内
外
の
政
治
、
経
済
、

社
会
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
中

核
施
設
と
し
て
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、
高
齢
化
福
祉
対
策
と
し
て
の

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る
等
、

来
る
べ
き
二
十
］
世
紀
に
向
け
て
社
会

資
本
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
政
策
に
も

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
社
会
資
本

の
充
実
に
即
応
し
た
有
効
活
用
へ
の
、

市
民
総
参
画
を
さ
ら
に
進
め
て
行
く
こ

芳
白石市議会議長

佐竹

と
も
急
務
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
世
紀
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
、

規
制
緩
和
、
地
方
分
権
等
時
代
は
大
き

く
変
革
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
を
迎
え
、
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
も
極
め
て
重
要
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
開
か
れ
た

議
会
を
め
ざ
し
、
情
報
公
開
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、
議
会
の

果
た
す
べ
き
責
務
を
強
く
認
識
し
、
市

政
の
進
展
に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
ご
叱
声
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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即

　　　　　　　　　　　　～華
　　　　　　　　　　　、b匙

　　　　　・㌧、膿艶，、．歯

　市民や白石市を訪れるすべての人を対象に、空

き缶や吸い殻などのポイ捨てを禁止し、違反者に

は罰則を科すというミポィ捨て禁止条例，が制定

されました。これは昨年6月から行っている市政

懇談会「市民と市長のふれあいトーク」の最初の

成果であり、罰則規定を入れた条例を新たに制定

したのは、県内では初めてとなります。

　この条例は今年4月から施行されますが、条例

の本来の目的は、罰則適用ではなく、ごみの散乱

しにくいまちづくりをすることにあります。

●

斎7，融区震業菊翻隊事業完域

　　　　　．月卿嗣＿　一黒7一・罵・　蕊　一

　　　　　　　的　　　　灘　　餐
　　　　　　　・　　灘1…

囑、．‘鶏瞳、墜鱒

　　　　　　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　　・・～鰍』9　、一一・　　　』　　　＿眉サ＿。尊駆⊃一』rア

　農村地域の農業生産、生活環境の改善を目指し

た農業集落排水事業として、平成6年度から管路

工事、処理場建設等を行なってきた本市初の農業

集落におけるし尿、生活雑排水を処理する施設が

斎川地区に完成しました。

　なお、この事業は、公共下水道が市街地やその

周辺に効果が限定されることから、その改善を図

るものとなります。

1

新棚鰯を柵しτソ外羅力概1と

一白石城や牛ユーブ等を湖一

●

白礁では・噺回漁叢i簾ウ癒盤
かみしも姿でこ　　　云既　費　　　　　　昨　　領㎜

ども模擬議会や

郷土の歴史を学　　　撃　　、O・　　　1、㌧

ぶ「白石城こど　　．，　　澱

も塾」、「第19期

女流王将戦」や

囲碁会の最高位を争う「第21期棋聖戦」、そして、

市内外から約1，300人の参加のもと行われた「T

BCラジオウォーク」等が開催されました。

　またキューブでは、一級のゲームを堪能した

「バスケットボール日本リーグ白石シリーズ」、気軽に

誰でもよく分かるクラシック音楽講座「三枝成彰音楽

大学」、全国82の青年会議所が集い行われた「第16

回全国城下町シンポジウム」等が開催されました。

伯石の三自ソく薪粉復活
　禰の星白石櫨懇，1白石罰踊飯健在

O「白石の三白」の一つ、くず粉を復活させようと

小原地区の農家5人が生産組合を設立しました。

この「くずの里構想」は過疎化、高齢化などで悩む

中山間地の今後の活性化に期待が寄せられます。

O農業の後継者不足と高齢化、遊休未利用農地の

！薄　　　　　　，1　　　　拡大等の悩みを打破し、
　『蓼’　　　．Fl、　続
　　　臼flF咽　　　　7．　　農業を元気にしようと

　　　　　　　　　　する「柿の里臼石」構想
　　響　働　　　　　　　　　　により、生産を拡大し所

．，』轟…、騰錯急脇』

　　　　　　　　　　O白石和紙すきの伝統

　　　　　　　・一一　　を守る遠藤忠雄さんが

　　　　　　，蓼辮繋難野紙

各葺受賞一文部大岳表彰、建築業協会賞

　　　　　　　　　　　　　　　　　10月30日に中央公民館が、全国から選ばれた32の公民館の一つとし

　　　　　　　　　　　　　　　　て文部大臣表彰を受け、表彰後は天皇、皇后両陛下に拝謁しました．こ

　　　　　　　　　　　　　　　　れは「市民ひとり1学習、1スポーッ」を実践課題とし、事業内容・方

　　　　　　　　　　　　　　　　法等に工夫をこらし、市民の学習活動が活発に行われたことが優良公民

z

臓会議i買の逮捕

　9月16日、公正証　＿ノ　　　　創
書原本不実記載の疑い　、く二、ン　　／／　　㌧

で市議会議員が逮捕、

のち起訴されました。

　市民の人々が一所懸

命、活性化に努力して

いることや、本市のまちづくりが高く評価されて

いる折の事件であり、市民の信頼を傷つけ、外部

に対して市のイメージをダウンさせた、遺憾な事

件でありました。一日も早く信頼が回復されるこ

とを祈ります。

鋸不安に対し4曜曜倉業1策

　　融資粋32億に搬窓口も認置

　本県に本店のあ　岡ーげー

る銀行の経営破た　　　　　ふゴ　　　　　ー．

んなどで金融不安

が広がっている対　　　　　　　　　　　～

ll瀦1霞駈璽環
業振興資金、小企業小口資金、大型店対策資金）

の融資枠を総額20億2千万円増額し、総額32億

4千万円とし、併せて市役所商工観光課内に特別

相談窓口を設置しました。

　年末の資金需要が高まる時期に、資金繰りが懸

念される中小企業対策、市民の金融不安解消のた

め12月1日現在で、県の指示を待たずにこの対

策を講じたのは白石市だけです。

ガラス病一ルに輝く昔色串ユーブ測

　国内一の残響　　　　　　　　　　　　　1菩

彗購響・’纒・t酬　

トが設営できる

アリーナを備えた白石市文化体育活動センター（愛称

キューブ）の落成式が5月14日行われました。また、

世界的オルガン奏者カルロ・カーリー氏がパイプオ

ルガンの記念演奏を披露して式典を盛り上げました。

　キューブは、世界一流の音楽芸術、スポーツを市

民が目の当たりにすることができる生涯学習の拠

点です。また、メッセ機能を生かして地域産業の

発展にも活用できる施設となっています。

α

s

ク

6 0

L（ ウ

大勉に線の夢語す

両陛天迎究含画植翻瓢謄

　「森づくり大

地に託す夢・

未来」をテーマ

に第48回全国植

樹祭が五月晴れ

の5月18日、県璃’『胤舳、　紘
　　　　　　　臨　　　　～　　　　　　1鵯噸
内外から1万2　　』置ヒ告・，・鐸・ 1菰．州

千人が出席し、国立南蔵王青少年野営場で開催さ

れ、後世に貴重な緑を引き継ぐ決意を新たにしまし

た。また、両陛下のお手植え等の介添え役のみどり

の少年団、県内外の参加者の受け入れ対応に、多く

の市民の皆さんがボランティアで活躍されました。

　なお、両陛下が17日、白石市入りされ、キューブ

や福祉施設を見学されました。この日、沿道には

2万3千人が詰めかけ、歓迎一色に包まれました。

優長自治体『としτ自治大臣表影

　11月20日、地方自治

法施行50周年記念式

典において、全国の84

の自治体の一つに白石

市が優良自治体として

自治大臣表彰を受けま

醒
渡
撫

・，

　
考
肇
葺
塞
奏

｝　
　
慧
導
萎
婁
暗
瞬

　
　
　
　
　
　
　
僻

薫
凌
、
旨
に
辣
葦
脅
事
」

　
　
書
垂
嚢
措
嘉
車
塁
蓄

纂
審
さ
毒
」
茎
蜘

｛
、
蜘
藝
薪
ぎ
編

｝
嶺
妻
＄
憲

ヤ
「
封
ゴ
、

した。これは行財政運営の適正化に努め、自らの創

意工夫により優れた施策を実施した地方自治体に

授与されるもので、市町村の受ける賞として最も

名誉あるものです。白石城復元、キューブなど本市

の特性を生かしたまちづくりと、ソフト事業では三

枝成彰氏、益子直美氏等の方々の指導のもとに文

化、体育の向上に努めていることや、市民が活性化

に取り組んできたことが評価されたものと思います。
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職1籍、，年東京者匡生まれ

　昭和47年　東京芸術大学大学院修了

　平成元年　日本アカデミー賞映画音

　　　　門最優秀音楽賞受賞
　平成6年　キューブ音楽監督就任

』ぎ9年箇』野骸

　　　　　三枝　一一成彰さん
　　　　　白石市文化体育活動センター（キューブ）は、建築家・都市プロデュサー堀池秀人氏や

　　　　　オルガン設計建造家大林徳吾郎氏らの尽力により、世界的にも他に類を見ない建築とな

　　　　　りました。特に、コンサートホールの特異性を語るにおいて、音楽監督である三枝成彰

　　　　　氏の存在を忘れることはできません。今回の新春対談は、キューブの名誉館長でもある

　　　　　三枝氏にキューブヘの思い、今後のスケジュール等についてお話しいただきました。

串ユーブの響ぎ値石市か5億報発信）今、躍界へ

キ
ュ
ー
ブ
は
日
本
－
の

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

川
井
…
オ
ペ
ラ
「
忠
臣
蔵
」
の
ご
成
功
、

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
枝
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

川
井
…
白
石
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン

（
白
石
市
第
3
次
総
合
計
画
）
を
基
に

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
キ
ュ
ー
ブ
（
白

石
市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
）
で
あ

る
こ
と
は
、
十
分
ご
理
解
願
っ
て
い
る

は
ず
で
す
が
、
自
石
で
は
施
設
の
設
計

（
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）
の
段
階
か
ら

完
成
、
活
用
ま
で
、
ご
指
導
い
た
だ
く

の
は
、
三
枝
さ
ん
が
初
め
て
な
ん
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
ど
う
い
う
ご
苦
労
が
あ
っ

た
の
か
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
な
い
で

し
よ
う
か
。

三
枝
…
私
自
身
こ
う
い
う
仕
事
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
は
、
キ
ュ
ー
ブ
が
初
め

て
で
す
。
1
と
い
う
の
は
、
よ
く
仕

事
で
関
わ
る
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
け
れ

ど
、
そ
の
と
き
は
も
う
建
物
が
完
成
し

て
ま
す
か
ら
何
と
か
し
て
く
れ
と
言
わ

れ
て
も
、
も
う
直
せ
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
は
、
何
も
な
い
最
初
の
状
態
か

ら
、
ご
相
談
を
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
は

本
当
に
冥
利
に
つ
き
る
思
い
で
し
た
。

　
キ
ュ
ー
ブ
は
、
建
つ
前
か
ら
音
響
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ル

の
あ
り
方
、
そ
れ
か
ら
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

の
問
題
、
そ
う
い
う
こ
と
全
部
に
関
わ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
す
か
ら
、

私
も
非
常
に
愛
着
を
持
っ
て
ま
す
。
僕

は
今
、
日
本
で
一
番
い
い
ホ
ー
ル
は
キ

ュ
ー
ブ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京
な

ん
か
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
同
じ
曲

を
聞
く
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
で
聞
く
べ

き
で
す
ね
。
た
ぶ
ん
倍
ぐ
ら
い
違
っ
て

聞
こ
え
る
と
思
い
ま
す
。
今
に
、
こ
の

ホ
ー
ル
が
全
国
に
知
れ
る
と
思
い
ま
す

ね
。
い
ろ
ん
な
演
奏
家
が
来
て
驚
く
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

川
井
…
や
っ
ぱ
り
、
三
枝
さ
ん
に
お
願

い
し
た
の
は
正
解
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
囎
響
喚
轡
∵
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
♪
、

も
（

瀞
戦

ホ
ー
ル
自
体
が

　
　
　
　
　
大
切
な
楽
器

川
井
…
覚
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
、
音
響

設
計
の
相
談
の
と
き
、
私
、
た
だ
一
つ

だ
け
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ど
う
に
か
し

て
、
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ュ
テ
フ

ァ
ン
大
聖
堂
の
オ
ル
ガ
ン
の
響
き
を
再

現
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
　
　
。

三
枝
…
そ
の
こ
と
は
確
か
に
覚
え
て
い

ま
す
。
市
長
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
て
難

し
い
条
件
を
ク
リ
ア
ー
し
ま
し
た
よ
。

卑

残
烹

“
、
轟

蓄象禽

書藷襲

蓄
黍
ズ

　
　
　
　
　
．
　
　
　
噛

箋

態

ー
T
4
、

ル

キ
ュ
ー
ブ
は
、
設
計
し
た
高
さ
や
大
き

さ
の
条
件
の
中
で
最
大
限
の
響
き
、
日

本
一
の
残
響
時
間
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
残
響
を
短
く
す
る
こ
と
は
簡
単
な

ん
で
す
が
、
長
く
す
る
こ
と
は
至
難
の

技
で
す
か
ら
　
　
。
椅
子
や
床
な
ど

隅
々
ま
で
総
て
に
神
経
を
行
き
届
か
せ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
本
当
に
日
本

は
も
ち
ろ
ん
世
界
的
に
も
稀
な
ホ
ー
ル

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
今
、
全
国
に
林

立
し
て
い
る
多
く
の
ホ
ー
ル
は
、
快
適

性
が
優
先
さ
れ
、
無
駄
な
吸
音
材
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉
　
　
　
酔
宝
－
漣

　
毒
　
　
　
　
蓑
　
　
　
　
　
慕
語

　
　
　
飼
昏
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翌
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雑
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．
／
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礁
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卜’、

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
多
く
入
れ
た
椅
子
が

並
ん
で
い
ま
す
。
僕
は
、
そ
れ
を
邪
道

だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
長
く
て
も

3
時
間
を
超
え
て
座
る
こ
と
は
な
い
で

す
か
ら
、
ふ
か
ぶ
か
と
し
た
椅
子
で
音

楽
を
聞
い
て
、
音
が
悪
く
な
る
ん
だ
っ

た
ら
、
い
い
音
で
固
い
椅
子
に
座
る
べ

き
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
世
界
の
主
流
で

も
あ
る
ん
で
す
よ
、
実
は
。

川
井
…
そ
お
で
す
か
。

三
枝
…
こ
こ
を
い
ろ
ん
な
人
が
使
い
始

め
る
と
ね
、
た
ぶ
ん
本
当
に
好
き
に
な

っ
ち
ゃ
う
。
　
　
っ
て
い
う
の
は
ね
、

自
分
は
こ
ん
な
に
上
手
か
っ
た
か
し
ら

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
ん
で
す
、
こ

の
ホ
ー
ル
は
。
悪
い
ホ
ー
ル
と
い
う
の

　
　
　
　
な

は
、
自
分
が
萎
え
さ
せ
ら
れ
る
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
ホ
ー
ル
っ
て
の
は
、
本
当

に
大
切
な
楽
器
な
ん
で
す
。

川
井
…
な
る
ほ
ど
、
ホ
ー
ル
自
体
が
楽

器
な
ん
で
す
か
。

三
枝
…
そ
の
思
想
が
な
か
っ
た
ん
で
す

ね
、
日
本
に
は
　
　
。

今
後
の

　
　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

川
井
…
三
枝
さ
ん
に
は
、
名
誉
館
長
、

音
楽
監
督
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
も
ご

指
導
願
う
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

三
枝
…
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
オ
ル
ガ
ン
が

ひ
と
つ
の
売
り
物
で
す
ね
。
オ
ル
ガ
ン

自
体
は
日
本
の
有
名
ホ
ー
ル
の
ど
こ
に

で
も
あ
る
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
施
設
の
最
大
の
欠
陥
を
申

し
ま
す
と
、
超
一
流
ホ
ー
ル
で
も
残
響

が
短
い
ん
で
す
。
そ
の
た
め
オ
ル
ガ
ン

演
奏
は
結
構
悲
し
い
も
の
が
あ
る
ん
で

す
。
オ
ル
ガ
ン
自
体
は
何
億
と
い
う
も

の
な
ん
で
す
が
、
ホ
ー
ル
全
体
の
残
響

が
少
な
い
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
感
動

し
づ
ら
い
。
キ
ュ
ー
ブ
は
大
変
長
い
残

響
時
間
を
誇
っ
て
ま
す
の
で
、
こ
こ
で

オ
ル
ガ
ン
を
き
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ

ル
ガ
ン
の
凄
さ
が
わ
か
っ
て
い
た
だ
け

る
。
ま
た
、
二
年
目
の
キ
ュ
ー
ブ
は
、



ホ
ー
ル
の
特
性
を
生
か
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
を
考
え
て
ま
し
て
、
フ
ォ
ー
レ
の
レ

ク
イ
エ
ム
な
ど
の
宗
教
音
楽
を
少
し
ま

ぜ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
今
、
日
本

で
一
番
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
を

呼
ん
で
き
て
演
奏
を
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
初
め
て
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
聞
か
れ
る
人
に
も
、
音
楽
っ

て
何
て
面
白
い
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

自
石
・
情
報

　
　
キ
ュ
ー
ブ
よ
り
発
信

▼キューブ合唱団

川
井
…
ク
ラ
シ
ッ
ク
人
口
と
い
う
の

は
、
日
本
の
場
合
　
　
特
に
地
方
都
市

の
場
合
1
％
と
か
㏄
％
と
か
よ
く
言
わ

れ
て
ま
す
。
そ
れ
が
「
三
枝
成
彰
音
楽

大
学
」
な
ど
の
講
義
に
よ
っ
て
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
さ
れ
、
底
辺
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
で
頂
点
が
よ
り
高
く
な
っ
て
い
く
。

三
枝
…
音
楽
大
学
で
は
、
皆
さ
ん
、
熱

心
に
聞
い
て
く
だ
さ
る
。
そ
れ
か
ら
、

非
常
に
程
度
が
高
い
で
す
ね
。
大
変
専

門
的
な
質
問
も
ぽ
ん
ぽ
ん
出
て
き
ま
す
。

川
井
…
以
前
、
衛
星
放
送
を
見
て
お
り

ま
し
た
ら
、
「
日
本
の
歌
」
と
い
う
番

組
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
大
分
県

の
竹
田
市
が
紹
介
さ
れ
、
「
竹
田
は
日

本
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
だ
」
と
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
言
っ
て
お
っ
た
ん
で
す
ね
。
竹

田
を
真
似
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

臼
石
は
キ
ュ
ー
ブ
を
拠
点
に
し
て
自
石

独
自
の
ソ
フ
ト
を
展
開
し
、
情
報
を
逐

次
発
信
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
ま

す
。三

枝
…
そ
う
思
い
ま
す
ね
。
キ
ュ
ー
ブ

は
、
既
に
合
唱
が
「
関
谷
晋
」
さ
ん
と

い
う
日
本
で
ト
ッ
プ
の
方
が
ご
指
導
く

だ
さ
っ
て
い
る
、
こ
の
方
凄
い
先
生
で

す
よ
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
素
晴
ら

し
い
も
の
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

自
石
に
、
キ
ュ
ー
ブ
に

　
　
惚
れ
て
ま
す

川
井
…
最
近
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
キ

ュ
ー
ブ
の
話
し
を
す
る
機
会
も
ふ
え
ま

し
た
D
そ
の
中
で
音
楽
監
督
に
三
枝
さ

ん
を
お
願
い
し
て
い
る
と
話
す
と
、
あ

の
三
枝
先
生
忙
し
い
の
に
ど
う
し
て
宮

城
県
自
石
市
に
行
く
ん
だ
と
言
わ
れ
る

ん
で
す
。
何
か
白
石
の
ま
ち
に
対
し
て

特
別
な
思
い
入
れ
が
ご
ざ
い
ま
す
か
。

三
枝
…
僕
は
、
や
は
り
、
こ
の
ホ
ー
ル

を
設
計
当
初
か
ら
ご
相
談
く
だ
さ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
、
白
石
の
ま
ち
に
愛
着

を
持
つ
要
因
に
な
っ
た
と
思
っ
て
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
何
と
な
く
川
井
市
長

と
飲
む
の
も
い
い
か
な
あ
と
　
　
。
（
笑
）

川
井
…
前
回
、
武
家
屋
敷
の
と
こ
ろ
を

ご
覧
い
た
だ
い
た
と
き
、
あ
そ
こ
を
何

遍
も
往
復
さ
れ
ま
し
た
ね
ー
。

亀　ノ
篭，

］
」
．

頷

夢

　　『～
　一　　一一

▲音楽大学で講義する三枝氏》

〈
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
五
段
鍵
盤
前
に
て

三
枝
…
あ
そ
こ
い
い
で
す
ね
。
特
に
好

き
で
す
ー
水
の
流
れ
が
何
と
言
っ
て

も
い
い
。
こ
の
白
石
の
清
流
で
生
ま
れ

た
の
が
温
麺
で
す
よ
ね
。
僕
は
麺
類
に

目
が
な
く
て
必
ず
温
麺
を
食
べ
て
帰
る

ん
で
す
。

川
井
－
一
二
枝
さ
ん
は
、
普
段
も
よ
く
ピ

ア
ノ
を
ひ
か
れ
る
ん
で
す
か
。

三
枝
…
実
は
僕
、
ピ
ア
ノ
下
手
な
ん
で

す
よ
。
で
も
、
こ
の
ホ
ー
ル
で
ギ
ー
を

た
た
く
と
何
て
い
い
音
が
す
る
ん
だ
ろ

う
と
、
自
分
で
感
激
し
た
り
し
て
ね
。

や
っ
ぱ
り
、
こ
の
ホ
ー
ル
が
い
い
か
ら

で
す
ね
。
僕
は
、
こ
の
ホ
ー
ル
に
惚
れ

き
っ
て
ま
す
ね
。

独
創
性
が

　
　
　
求
め
ら
れ
る
時
代

川
井
…
過
日
の
音
楽
大
学
で
、
独
創
性

の
重
要
性
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た

ね
。
シ
ベ
リ
ウ
ス
や
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の

評
価
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
必
ず
し
も
高

く
な
い
と
ー
。

一
一
一
枝
…
彼
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
必
ず
し

も
正
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
間
は
、
今
ま
で
と
違
う
音

楽
を
つ
く
っ
た
人
を
非
常
に
大
切
に
す

る
。
つ
ま
り
新
し
い
世
界
を
切
り
開
い

た
人
を
大
切
に
す
る
傾
向
が
あ
る
ん
で

す
。

キ
ュ
ー
ブ
は

　
　
　
生
涯
学
習
の
拠
点

一
一
一
枝
…
市
長
と
し
て
は
、
キ
ュ
ー
ブ
の

あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
ま
す
か
。

川
井
…
私
、
よ
く
言
う
ん
で
す
が
、
問

題
は
地
域
に
住
む
人
た
ち
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
だ
と
、
そ
れ
を
主
張
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
文
明
と
い
う
も
の

は
普
遍
的
な
も
の
、
一
方
文
化
と
い
う

も
の
は
個
性
の
違
い
だ
ろ
う
、
つ
ま
り

地
域
に
住
む
人
た
ち
の
差
異
だ
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
生
涯
学
習
に
必
要
な
も

の
は
よ
い
施
設
と
レ
ベ
ル
の
高
い
先
生

で
す
。
で
す
か
ら
、
キ
ュ
ー
ブ
を
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
学

習
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

結
局
、
白
石
の
文
化
を
高
め
、
そ
の
情
報

を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
そ
う
で
な
い
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
か
わ
り
ば
え
の
し
な
い
田
舎
ま
ち
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

三
枝
…
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
自
石

と
い
え
ば
、
日
本
｛
の
ホ
ー
ル
、
キ
ュ

ー
ブ
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。

川
井
…
地
域
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
を
一
番

期
待
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
一
一
枝
…
任
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら

の
自
石
は
大
変
面
白
く
な
り
ま
す
よ
。

川
井
…
今
日
は
、
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

／

※この対談の模様は1月3日（土曜日）東日本放送で、放映〔午前11：20～l　l：40〕の予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　回
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晴れの叙勲
　　おめでとうございます

郵

勲囮綴蝦唾覆

　
　
　
凝

　
　
　
　
　
ゆ

銚う

大槻慶治郎氏
　　　　（地方自治功労）

島
僑
孝
・
霞

城
逢
舷
護

横
あ
勝
郎
副

藤避・

一祉

譲
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勲四籔磁蜜寧

ρぐ　鰍　・・
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菊地俊英氏
　　　　　（教育功労）

．
」
毒
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L
巨
5
マ
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　12月3日、平成9年春、秋の叙
勲、褒章及び高齢者叙勲に各分野に

おける功労者として、8名の方々が

晴れの受章の栄に浴されました。受

章された：方々の栄誉；をたたえ、叙勲

祝賀会が白石蔵王パレスホテルで行

われ、約300人の参加者が受章を
祝いました。

勲四籔躍皇窮

コ蝕｛
堤　　常一氏
　　　（検察事務功労）

勲露翻甥騒魍画量

　
　
　
遠

　
　
　
　
ゆ

渡邊佐男氏
　　　　　（金融業功労）

　昭和26年旧越河村議会

議員、29年から臼石市議会

議員通算6期24年間の永
きにわたり議員として在職

されました。その間、議長等

要職を歴任され、地方自治

の発展にご尽力されました。

　昭和21年から46年間に

わたり教育者として奉職さ

れました。その間、大河原

商業高等学校長等の要職を

務められ、真の教育者とし

て教育振興のために多大な

貢献をされました。

　昭和59年3月に仙台地
方検察庁首席捜査事務官を

最後に退職されるまで、38年

間にわたり検察事務の円滑

化に貢献されました。退職

後は調停委員として社会に

大きな貢献をされました。

　昭和50年から21年間、

仙南信用金庫理事長の重責

を務められました。この問、

宮城県信用金庫協会会長等

の要職を歴任され、指導者

として信用金庫業界の発展

に多大な貢献をされました。

勲蟹籔蝦留寧

．Q
　㌧t㌃颪lr

・嚇ン

横山勝郎氏
　　　　　（教育功労）

蜜綬塵章

高橋孝二氏
　　　　　　（保護司）

勲四籔蝦留寧

　
　
　
　
』
、
．

餓

佐藤徳三氏
　　　（酒類業振興功労）

麟翻・鯛翻齢

㌔
／

庄司　マツヨ氏
　　　　　（元保護司）

　昭和17年から40年間に

わたり教育者として奉職さ

れました。その間、福岡中

学校長、大河原教育事務所

長等の要職を歴任され、教

育の充実発展のためにご尽

力されました。

　昭和44年に保護司に委

嘱されて以来今日まで、社

会奉仕の精神に徹し、保護

司活動に心血を注がれ、青

少年の非行防止等、社会浄

化と厚生保護事業の充実発

展にご尽力されました。

　昭和33年大河原小売酒販組

合理事に就任以来、酒小売業

界の健全な発展と市場の安定

にご尽力されました。また昭

和38年から20年間白石市議会

議員を務められ、地方自治の

発展にも貢献されました。

　昭和31年に保護司を委

嘱されて以来、32年間にわ

たり社会奉仕の精神に徹し

て保護司活動に心血を注が

れ、数多くの保護観察対象

者を更生に導く等社会浄化

にも大きく貢献されました。

まちかど・ズーム1ハ1’

市民の生命と財産を守ります

『

9、一璽一，1P　翫、
　　　　鑓　馬・　

　　　　　　　一 一頑審』　　一　ゴ 　｛

　　　　　　ン　　　　　　　　　　ヲ

・源　1　　堕／－壽1

　11月19日、市役所で小型動力消

防ポンプ・積載車6台の交付式が行

われました。初めに、川井市長から

白石消防団石垣団長へ交付書が渡さ

れた後、石垣団長から斎川、白石、

福岡、小原、大平の各分団長へ消防

ポンプ・積載車が交付されました。

　交付の後、斎川分団第3班長梶川

則夫さんが「今後班員協力して市民

の生命と財産を守るため、技術の錬

磨、機械器具の点検に努め消防の責

務を完遂します。」と宣誓しました。

料理を通じて国際交流

　　　　舳鰭
　　　　　二．隙・，一態

　　一　－『ミ』・　一／
　　　　　　　門　ダ酒

　　　　　　　δ　湿，　1，

　11月19日、中央公民館で国際料

理講習会（市国際交流協会主催）が

行われました。これは婦人ボランテ

ィァやまぶき会が仙台留学生会館の

協力により毎年開催しているもので

す。今年はロシアからの留学生で仙

台市在住のアンナ・バリノワさんを

招いて、ロシア家庭料理ボルシチを

参加した主婦ら14人と一緒に作り

ました。また、日本からはキノコを

使った炊き込みごはんと人参ゼリー

の作り方を伝授、日本料理を味わっ

てもらいました．

入場者100万人突破1！

　11月23日、白石城、歴史探訪ミ

ュージアム及び武家屋敷の3施設を

合わせた入場者数が100万人を達成

しました。100万人目となったのは、

家族と小原温泉に宿泊した帰りに立

ち寄った仙台市若林区の引地繁子さ

ん。引地さんと川井市長が釣り鐘を

かたどったくす玉を割った後、100

万人目前後の方々に、大型こけしや

白石城写真集などが記念品として贈

られました。今後も白石城は観光客

はもとより、市民の生涯学習の拠点

として活用されていくことでしょう。

長年の功績をたたえて表彰

　11月26日、キューブで平成9年
度宮城県統計大会が統計調査員等関

係者約800名が参加して開催されま

した。この大会は、県と県統計協会の

主催で、各種統計調査に携わり功績

のあった方々を表彰し、統計調査の

重要性についてさらに認識を深める

ため、毎年開催されているものです。

　市内の表彰者は次のとおり（敬称略）

●労働大臣表彰（調査対象事業所表彰）

　ソニー白石セミコンダクタ㈱

●知事感謝状（統計調査員）小野郁多朗

●統計協会会長表彰（統計調査員）

　鈴木吉男、高野　實

ひいてひかれて大熱戦

　11月30日、29チームが参加し恒

例の市民綱引大会がキューブで行わ

れ、1チーム8人（小学生の部は

10人）編成で日頃の練習の成果を

競い、大熱戦が繰り広げられました。

齪撫幽驚．1

交通事故に気をつけて

可課　一凝　

蔓

　　　　　罎欝．。蓼騨

　　到　、r　も
各種目の優勝は次のとおりです。

・一般男子1部　さくらS・P

・一般男子2部　ヤングヴェルディー

・中学生男子　白石綱引協会大平支部選抜

・中学生女子　ミセスヨーコとゆかいな仲間

・一般女子　寿山チーム

・一般男女混合　女王様とお呼び

・小学生男女混合　白川内親子供会

ホ
け
う
　
ゴ

騨蟹

　　　　緬一　懸一剛
贈，1・概r蟄、
　12月3日、白川小5年生の児童

16人がシジミの貝殻を利用した交

通安全のお守りを作りました。これ

は白川の主婦遠藤　都さんが2年前

から白川小で講習会を行っているも

ので、今年は遠藤さんと白川中1年

生6人が講師となりました。5年生

はシジミの貝殻にきれいな布を張り

付け、鈴と交通安全と書かれたリボ

ンを一生懸命付けていました。制作

されたお守りは今春の卒業生に贈ら

れる予定です。
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　どんなお話だろう？とひかれて集っ

た10人。昨年の講座を基にサークル

がでぎました。先生は鈴木智恵子先生

で、先生の語りは私たちの心にひぴき、

民話の世界へといざなってくれます。

民話は自分の生まれ育ったところの

身近な話で、一つ一つの話の中で、生

活の智恵を伝えてくれます。また、民

話は先祖の歩んだ道でもあり、自分の

歩みでもあります。毎回のサークルの

お話の後で、自分なりに一つのお話に

まとめる大変さとその喜ぴはひとしお

です。昨年に続き「白石地方の民話」

を和本に「おらほの　ことば」を小冊

子に作りました。一冊に作りあげる創

意と工夫も楽しい学ぴです。

先日、南陽市の「夕鶴の里」を訪ね、

語り部の話に心を揺さぶられ、新館山

の山の神付近をみんなで散策して、秋

の日の自然の素晴らしさに浸り、感動

の一時を過こしました。

私たちは自分なりの語りへの夢と

　　　　　…　　里の民話を求めて

八一ストビル便り
へus7駄義亀霞A95c

先日、グリーンリーブスとして白石へ訪問した

high　schoolの生徒たちがHurstviIIe市役所へ集まり

ました。各自がそれぞれの思い出のたくさん詰まっ

た写真を持ち寄り、白石で一緒に過ごしたhost

fam”yや、滞在中の出来事などを語り合っていました。

　引率の方の案内で、白石の緑の多い景色に魅了さ

れた人もいれば、「キューブ」の構造にとても関心

を持った人など、感想はさまざまでした。でも、何

といってもやはり、みんながhostfamilyとのふれ

あいに感激して帰って来たようです。

F｝「0477S17μk乙」ちゃん

’

お〆
ぐ
　
店白

佐久間眞紀江さん（延命寺北）

諭　　P

ワ仕事について

為替係の窓口でお客様をお迎えしています。

（窓口に座っていると同級生や近所の方がいらし

て少し照れくさいこともあります。）

　為替係はお預かりした振込を受取銀行宛に打電

したり、手形や小切手の取り立ての処理をするの

が主な業務です。

り夢や目標

　これまで、二度ほど転勤を経験していますが、

その店を出てもお客さまの心に残っていられるよ

うな銀行員になりたいと思って頑張っています。

り理想のタイプ

　行動力があって物知りな人

　かっこよいとなおGOODです。

リンリのワンボイント　　 ，

　　　　　　　　　　　　　陛、　、2

盧卿齢　r））
飛）一・

　今回は、英語の諺の「The　grass　is　always　greener

on　the　other　side　ofthe　fence」を紹介したいと思い

ます。「隣の芝生は青く見える」という意味で、

自分に関する良い点には気付かず、他の人をうら

やましがる状態を表しています。

　新年を迎えるときは、過去を反省し、新しい目

的を立てる良い機会でもあります。他人の業績や

生活など、「隣の芝生」は良く見えがちですが、

そういったものにこだわらず、積極的に自分の長

所などをとらえ、目標を立てることが大切です。

そう示しているのが「Thegrassisalwaysgreener

ontheothersideofthefence」です。
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り
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手
町
一
1
一
、
市
役
所
秘
書
広

円
、
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
毎
月
1
5
日
締
め
切
り
。

サ
ー
ク
ル
は
年
の
差
な
ど
は
忘
れ
さ
せ
心
溶
降

大
正
琴
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
弟

よ
し
茸
の
こ
ぞ
り
出
で
た
る
そ
の
姿
扇
を
ひ
こ

と
く
微
笑
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
か

半
生
を
実
り
追
い
か
け
急
ぎ
し
に
な
に
も
残
江

だ
け
残
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
羊

國
一
首
目
。
落
ち
葉
の
季
節
、
手
に
持
つ
竺

く
感
じ
ら
れ
、
老
境
に
入
っ
た
自
分
を
嘆
い
て

二
首
目
。
豆
打
ち
を
し
て
痛
む
肩
に
貼
っ
た
蕪

更
け
の
臥
床
に
匂
う
、
よ
く
あ
る
生
活
に
裏
釘

れ
た
歌
。
三
首
目
。
妻
は
入
院
中
な
の
で
あ
、

妻
を
案
ず
る
気
持
ち
が
自
然
に
表
白
さ
れ
て
h

岡
圏
遠
藤
秋
尾

　
　
　
　
　
　
　
し
に
せ

我
が
町
の
誇
り
の
老
舗
走
り
そ
ば
　
　
鈴
木

金
賞
の
菊
に
人
声
集
ま
り
ぬ
　
　
　
　
山
家

弘民
子子 選

溶
け
合
う

藤
カ
シ
ワ

ひ
ら
く
ご

木
久
美
子

残
ら
ず
老

山
美
代
子

つ
箒
が
重

r
て
い
る
。

た
薬
が
夜

裏
打
ち
さ

・
あ
ろ
う
。

て
い
る
。

市
民
文
芸
膓
藷
鐸
欝

・
氏
名
・
応
募

書
広
報
課
へ
．

ハ
ネ
ム
ー
ン
見
送
”

入
日
濃
き
號
珀
に
智

渋
ぬ
け
る
日
数
を
訓

刈
田
岳
口
射
し
不
一

初
時
雨
少
し
濡
ら
・

一
冬
分
一
連
下
げ
、

新
幹
線
走
る
夕
日
（

身
に
響
く
大
瀧
の
虚

闘
］
萄
目
．
め
・

老
舗
の
走
り
そ
ば
ザ

ぽ
れ
る
作
者
、
こ
の

目
。
菊
祭
の
一
ケ
翫

の
札
の
下
が
っ
て
h

の
姿
に
声
を
の
む
茄

飛
行
場
に
見
送
る
。

結
ぶ
。
二
人
の
幸
せ

極
月
の
蟻
の
歩
足
蛆
が
重
す
ぎ
る

近

江

孫
太
郎
選

芝
玄
太
郎

る
飛
機
や
天
高
し
　
熊
谷
　
敏
子

暮
れ
て
冬
き
ざ
す
　
佐
藤
　
周
子

記
し
て
柿
送
る
　
　
川
村
　
静
恵

忘
路
時
雨
け
り
　
　
八
島
　
葉
子

し
て
通
り
け
り
　
　
日
下
　
　
文

し
下
大
根
　
　
　
　
岩
澤
　
伍
峯

の
柿
の
里
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

音
や
難
紅
葉
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

ん
の
本
場
と
自
負
す
る
我
が
町
の

で
あ
る
。
お
い
し
さ
に
笑
顔
が
こ

り
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
幸
せ
。
二
句

所
に
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。
金
賞

い
る
菊
の
前
で
、
素
晴
ら
し
い
花

作
者
。
三
句
目
。
新
婚
の
二
人
を

。
限
り
な
く
青
い
空
を
天
高
し
と

」
と
洋
々
た
る
前
途
を
祈
る
作
者
。

表
だ
け
見
せ
て
耐
え
て
る
妻
の
裏
　
　
一
條
　
芳
子

こ
だ
わ
り
を
捨
て
る
と
毬
が
よ
く
弾
む
　
片
岡
　
鶴
子

角
と
れ
て
他
人
の
痛
み
読
め
て
く
る
　
草
野
　
　
清

折
り
返
し
結
び
直
し
た
赤
い
糸
　
　
　
米
沢
　
礼
子

生
き
る
気
で
夏
物
バ
ー
ゲ
ン
買
う
と
す
る
　
南
　
か
ほ
る

ひ
と
ご
と
と
笑
っ
て
お
れ
ぬ
紙
お
む
つ
　
佐
藤
　
武
雄

フ
ル
ム
ー
ン
寄
り
添
う
肩
に
舞
う
落
葉
　
大
沼
　
妙
子

春
夏
秋
冬
節
目
で
う
ま
い
酒
が
待
つ
　
菊
池
　
不
忘

糸
電
話
夢
の
続
き
を
語
り
合
う
　
　
　
菅
野
　
春
江

囲
一
句
目
。
極
卿
（
陰
暦
の
十
二
月
）
と
も
な
る
と
、

働
き
蜂
の
父
の
足
ど
り
も
重
く
な
る
。
こ
の
句
の
底

に
、
な
ぜ
か
男
の
悲
哀
が
浮
い
て
見
え
る
。
手
慣
れ
た

作
句
技
法
が
光
る
句
。
秀
句
。
二
句
目
。
こ
の
旬
か
ら

「
賢
母
」
や
「
内
助
の
功
」
の
文
字
が
透
け
て
見
え
る
。

い
つ
も
な
が
ら
、
こ
の
作
者
の
深
い
洞
察
力
に
基
づ

く
句
姿
が
選
者
の
心
を
引
き
つ
け
る
。
佳
句
。
三
句

目
。
形
而
上
学
的
思
考
が
、
安
易
な
感
情
を
制
御
し

て
い
る
と
い
う
知
的
表
現
が
素
晴
ら
し
い
．
、
川
柳
は
、

読
む
人
に
共
感
を
与
え
る
短
詩
文
芸
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
句
。
佳
句
。
四
句
目
も
佳
句
で
あ
る
。
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市民税・県民税の申告相談

★申告を必要とする方★ ★申告に必要なもの★

　今年の1月1日現在、市内に住所

を有している方は、原則として申告

書を提出しなければなりません。

〔該当者〕

●商業・農業・製造業などの事業を

　営んでいる方

●譲渡・不動産・配当・利子・雑収

　入などの所得のあった方

●給与所得または公的年金等（国民

　年金、厚生年金、農業者年金、各

　種共済組合年金など）による所得

　以外の所得のあった方

●給与または公的年金等で、2か所

　以上の所得のあった方

●給与所得者または公的年金等所得

　者で、事業所または公的年金等支

　払者から、給与支払報告書、また

　は公的年金等支払報告書が白石市

　に提出されていない方

●所得のなかった方も、申告書の裏

　面に、所得のなかった事由を書い

　て提出してください。

●税務署に所得税の確定申告書を提

　出される方や給与支払報告書が白

　石市に提出されている方は申告の

　必要がありません。

亀
●　　●

　申告には次のものが必要です。

●所得の状況が明らかな帳簿や領収

　書、またはこれらが確認できるも

　の（計算資料など）

●配偶者・扶養親族などの収入額が

　わかるもの

●医療費などの受領書

●生命保険料・損害保険料などの支

　払証明書など

●印鑑

★所得税の確定申告★

リンリのオーズトラ1ノア紹分あれこれ

　　　クリスマスとお正月
　日本でお正月といえば、家族が久

しぷりに集まり、こたつに入って食

べたリ飲んだりすることですね。大

晦日には紅白歌合戦を見て、元旦に

は真っ白い雪が積もっている神社に

初詣に出かけたりもするでしょう。

力・ソプルで街のにぎわうクリスマス

も終わり、家族とのんびり過ごすと

きです。オーストラリアはその逆で

す。クリスマスにおいしいものをた

くさん食べ、プレゼントを交換し、

家族とのんびり過ごします。そして、

ほとんどの人が友達と一緒に新年を

迎えます。

　もう一つの大きな違いは気候で

す。オーストラリアは南半球にある

ので季節は日本の反対です。オース

トラリアのクリスマスカードには、

水着を着てサーフボードに乗ってい

るサンタさんの姿が書かれているも

のもあります。クリスマスに海や山

に出かける家族もいます。家族と一

緒に夏のクリスマスを大自然の中で

過ごすのは楽しいことです。大晦日

のシドニー港での花火大会も大人気

で、花火を見ながら気持ちの良い夏

の夜を船の上で過ごす人も少なくあ

りません。

　オーストラリアのことがちょっと

恋しくなりましたが、日本でのお正

月を2回も経験できて幸運です。皆

さん、メリークリスマス、そして明

けましておめでとうございます。

　櫓98年が良い年になりますよう

願っています。

八イer凸！0わr’sfmas　e、／e〆yOηe，aησ

besf拠！1Sわes　for　a　veα力∂ρρy

aηd　sロσoessた〃ア998ノ

　所得税の確定申告は、平成9年中

の所得と、それに対する所得税の納

め過ぎや、不足分を精算するための

申告です。

　源泉徴収票や予定納税で納め過ぎ

になっている方、給与所得などで雑

損控除や医療費控除を受けられる

方、住宅取得控除を受けられる方、

年の中途で退職し、その後就職しな

いため年末調整を受けなかった方等

は、確定申告をしなければ、納め過ぎ

になっている税金は還付されません。

　税金の還付を受けられる方は、2

月16日以前でも、税務署で申告書

を受け付けていますから、早めに申

告をして還付を受けてください。

　なお、確定申告時の持参書類とし

て、次のものを持参してください。

・印鑑（預金通帳に使用しているもの）

・預金通帳（郵便貯金通帳も可〉

　　　β

夢讐・
　　　■

　レ副

市民税・県民税の申告相談は2月3日から3月16日まで

次の日程で行います。指定の会場で申告してください。

市・県民税申告相談日程表

2月3日～3月16日・午前9＝00～11：00午後1＝00～4：00

月／目

曜

β
火
2

4
水

5
木

6
金

9
月

10

火

12

木

13

金

16

月

17

火

18

水

19

木

20

金

23

月

場△
五

小
原
公
民
館

大
平
公
民
館

斎
川
公
民
館

大
鷹
沢
公
民
館

越
河
公
民
館

白
川
公
民
館

公
民
館

福
岡

自　治　　会
午　　前

上戸沢、下戸沢、

冷清水

東、中北、新町

大平2区、3－1区

大平3－2区、7区

斎川1区、2区、3区

斎川5区、6区

大鷹沢1区、2区、
田中

大鷹沢5区、7区、
8区

越河1区、2区

越河5区、6区

越河8区、9区

白川1区

白川3区、5区

上原、下原、

山ノ下

午　　後

赤井畑、大熊
塩倉

猿鼻、赤坂、湯元、

明戸、小久保平

1区、8区、9区

4区、5区、6区

4－1区、4－2区

7－1区、7－2区、8区

3区、4区、6区

9区、10区、

11区、12区

3区、4区

7区

10区

2区、4区

6区、7区

鎌先、弥治郎、

大網

月／日

曜

24

火

25

水

26

木

27

金

2／
月
3

3
火

4
水

5
木

6
金

9
月

10

火

n
水

12

木

13金

16月

場△
耳

福
岡
公
民
館

深
谷
公
民
館

市

役

所

大

会

議

室

自　治　会
午　　前

中、
γ

八宮、芹沢

西区上、南区

西区下、東区

箆尾
、
上

上
の

滝
岩

本町、中町
長町、亘理町

午　　後

山根

蔵王、不忘、

川原子

酪農事業者
（福岡全地区）

北区、三住

滝下

南町

田町、

たばこ耕作者（全地区）

短ケ町、新町、

中益岡、東益岡

本郷第1、旭町

西益岡、寿町、

清水小路

柳町

本郷第3

本郷第2、本郷第4

上郡山

緑が丘

郡山

鷹巣、小下倉

寿山

上記日程で申告できなかった方

O今後、地方税が改正されることもありますのでご注意ください。

O申告期限が近くなる程に待ち時間が長くなります。日程表による指定日に都合の悪い方はでき

　るだけ当該地区会場で、早めに申告してください。

O各地区公民館の申告相談日は、担当職員が全員公民館に移動しますので、市役所では申告でき

　ません。

○この申告は、市民税・県民税が算定されるばかりでなく、国民健康保険税の算定・児童手当・

　重度心身障害者医療費等の支給基礎算定のほか、収入・所得など各種証明の資料となります。

　忘れないで申告してください。

O市税の納付は口座振替が便利です。ご希望の方は申告会場に「預金通帳・印鑑・納税通知書」

　をご持参ください。

○たばこ耕作者（全地区）の申告相談は、3月4日午後1時～4時市役所大会議室です。



市
役
所
へ
の
電
話
が
、

　
　
　
　
　
各
課
へ
直
接
か
け
5
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
未
納
の
お
知
ら
せ

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・

テ
レ
フ
ォ
ン
宮
城

　
昨
年
八
月
よ
り
市
役
所
の
電
話
が
、

各
課
に
直
接
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
広
報
等
で
お
問
い
合
わ
せ
を
ご
ら
ん

の
際
は
、
担
当
課
の
電
話
番
号
に
お
か

け
い
た
だ
け
れ
ば
、
待
ち
時
問
を
短
縮

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
従
来
の
代
表
電
話
番
号
（
2

5
1
2
1
1
1
）
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
電
話
番
号
表
は
昨
年
八
月
皆

様
の
お
宅
に
広
報
と
一
緒
に
お
届
け
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　＜電話帳掲載部署／F　AX＞

総務課・・・・・…　22－1331

財政課・…　　一・・22－1332

秘書広報課・・・…　22－1333

工事検査室・・・…　　22－1334

総務部F　A　X・・D・・24－4861

教育委員会管理課・学校教育課・22－1342

教育委員会社会教育課・22－1343

教育委員会F　A　X…　22－1345

監査委員事務局・…　　22－1344

議会事務局・・・…　　22－1351

議会F　A　X・・・…　　22－1352

保健課・・一・…　　22－136て

福祉事務所・・・…　　22－1400

福祉事務所（日赤）F　A　X26－2699

社会福祉協議会・…　　22－1401

マルチメディアセンター（準備室）22－1500

市役所新電話番号（ダイヤルイン）

白石市役所（代表）・・25－2111

会計課99・・一・・22－1311

市民課・・・・・…　22－1312

税務課・・一一・・22－1313

生活環境課・・・…　　22－1314

民生部F　A　X・・…　　22－1316

選挙管理委員会・…　　22－1315

商工観光課・一…　　22－1321

女性政策室・一…　　22－1322

国体対策室・・・…　　22－1323

振興課・　　・・…　　22－1324

都市計画課・・・…　　22－1325

建設課・・…　　一・22－1326

土木部F　A　X・・…　　22－1328

下水道課・・・・…　22－1327

下水道課F　A　X・…　22－1329

　
あ
な
た
の
国
民
年
金
保
険
料
は
未
納

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
お
手
持
ち
の
納
付
書
を
確
認
し
て
、

未
納
の
期
間
が
あ
れ
ば
、
至
急
お
近
く

の
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
未
納
の
ま
ま
で
す
と
、
当
然
受
け
ら

れ
る
は
ず
の
年
金
が
全
く
受
け
ら
れ
な

く
な
り
、
不
安
な
生
活
を
し
い
ら
れ
る

　　　　　　　　　　20歳から60歳まで、

　　　　　　　　　保険料を納付した人が

　　　　　　　　　65歳になったときから

　　　　　　　　　受けられます。

　　　　　　　　　　免除期間・合算対象

　　　　　　　　　期間を含めて最低25年

　　　　　　　　　必要です。

ん生　　　、

何があるか
　わガらない

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
、
国

民
年
金
の
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

白
石
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係

費
二
二
－
一
三
↓
二

　
　
　
　
（
内
線
二
一
七
・
二
一
八
）

犠・

　
仕
事
も
家
庭
も
大
切
に
し
た
い
。
も

っ
と
安
心
し
て
働
き
た
い
。
そ
の
な
あ

な
た
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

盈
〇
ニ
ニ
ー
二
一
四
ー
二
〇
二
〇

　
育
児
・
介
護
・
家
事
の
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
情
報
を
電
話
で
無
料
提
供
し
ま

す
。

●
提
供
時
間

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
働
2
1
世
紀
職
業
財
団
宮
城
事
務
所

　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
二
丁
目
三
ー
一
〇

　
　
朝
日
生
命
仙
台
本
町
ビ
ル
九
階

宮城県の最低賃金
　効力発生の日

平成9年10月1日

時問額

591円

日　額

4，721円

地域別最低賃金

宮城県最低賃金

　効力発生の日

平成9年12月15日

平成9年12月20日

平成9年12月20日

時問額

665円

692円
　672円

日　額

5，318円

5，536円

5，371円

産業別最低賃金

電気機械器具製造業

鉄　　鋼　　業
自動車小売業

宮城労働基準局・労働基準監督署

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
に
つ
い
て

自
石
警
察
署
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
年
末
年
始
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
十
年
一
月
【
日
現
在
の
状

況
を
一
月
十
二
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

選
挙
権
を
有
す
る
者

↓
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
満
二

　
十
年
（
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
者
）
以
上
の
者
で
次

　
の
要
件
を
備
え
る
者

①
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
者

②
そ
の
者
の
同
居
の
親
族
（
六
親
等
内

　
の
血
族
又
は
三
親
等
内
の
姻
族
）
ま

　
た
は
配
偶
者
で
あ
っ
て
年
問
に
お
お

　
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る

　
者

③
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組

　
合
員
又
は
社
員
で
年
間
に
お
お
む
ね

　
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者

二
、
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
者
で
あ

　
っ
て
も
次
の
場
合
は
有
資
格
者
と
な

　
り
ま
す
。

①
農
閑
期
等
の
た
め
の
一
時
的
出
稼
ぎ

　
と
認
め
ら
れ
る
者
。

②
特
別
の
事
情
に
よ
り
臨
時
手
伝
い
等

　
の
た
め
、
一
時
不
在
と
な
っ
た
者
。

③
疾
病
、
負
傷
等
に
よ
り
入
院
加
療
中

　
の
営
業
主
（
同
居
の
親
族
又
は
配
偶

　
者
の
場
合
は
、
平
成
九
年
一
月
一
日

　
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

　
間
に
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
た

　
と
認
め
ら
れ
る
者
）

　
登
載
申
請
書
の
提
出
の
な
い
場
合

は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や
リ
コ

ー
ル
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協
力

員
（
自
治
会
長
）
が
十
二
月
下
旬
に
配

付
し
一
月
上
旬
に
回
収
さ
れ
ま
す
。

　
一
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
不
明
の
点
は
農
業
委
員
会

事
務
局
貧
一
二
－
一
二
五
六
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
は
降
雪
や
凍
結
が
度
々
あ

り
ま
す
が
、
初
詣
や
旅
行
な
ど
で
遠
出

の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年

始
の
挨
拶
回
り
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
の
で
、
車
を
運
転
す
る

と
き
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
「
無
事
故
」

で
新
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
運
転
す
る
前
に

ー
．
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
忘
れ
ず
に

　
　
後
部
座
席
の
同
乗
者
に
も
着
装
さ

　
せ
よ
う
。

2
．
飲
酒
運
転
は
絶
対
ダ
メ

　
「
ち
ょ
っ
と
な
ら
大
丈
夫
」
と
は
考

　
え
な
い
こ
と
。

◎
運
転
中
は

ー
．
安
全
な
速
度
で

　
　
積
雪
や
凍
結
、
歩
行
者
の
飛
び
出

　
し
な
ど
を
予
測
し
て
速
度
は
控
え
目

　
に
。

2
．
夜
間
は
横
断
歩
行
者
に
注
意

　
　
車
の
ラ
イ
ト
は
近
目
で
一
二
〇
m
位

　
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
特
に
右
側
が
見

　
え
ま
せ
ん
。
仮
に
、
六
〇
キ
ロ
の
速

　
度
で
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
と
停
止

　
ま
で
に
三
三
m
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、

　
六
〇
キ
ロ
以
上
の
速
度
で
は
、
横
断

　
歩
行
者
を
発
見
し
て
も
衝
突
を
避
け

　
ら
れ
ま
せ
ん
。
ラ
イ
ト
の
見
え
る
範

　
囲
で
止
ま
れ
る
速
度
で
走
ろ
う
。

◎
歩
行
者
は

ー
．
道
路
横
断
に
注
意

　
　
特
に
、
横
断
後
半
が
危
な
い
。

　
（
左
方
か
ら
の
車
と
の
衝
突
が
多
い
）

　
車
は
歩
行
者
に
気
付
い
て
い
る
と
は

　
限
ら
な
い
。
横
断
前
に
車
の
動
き
を

　
良
く
確
か
め
よ
う
。

2
．
夜
間
は
反
射
材
を

　
　
反
射
材
は
一
〇
〇
m
先
か
ら
も
発

　
見
で
き
、
早
く
車
に
気
付
い
て
も
ら

　
え
ま
す
。

自
石
農
業
の
未
栞
を
考
え
て
み
る
一
日
’

旧
月
十
日
は

コ
ー
O
番
の
日
」
で
す

★
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

●
縦
覧
期
間

　
平
成
十
年
二
月
二
十
三
日
ー

　
　
　
　
三
月
九
日
（
十
五
日
間
）

●
縦
覧
場
所

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

○○

『
自
蜀
農
繋
⑳
泰
暴
壁
騒
施
と
5
に

　
　
　
　
　
　
　
窟
瞳
◎
臆
考
莞
る
盒
回
a
『
迫
廻
』
闘
儘

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
自
石
農
業
の

未
来
を
ほ
ん
と
う
に
ま
じ
め
に
考
え
る

会
」
も
今
年
で
七
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
農
家
の
経
営
体
と
し
て
の
自
立

と
、
女
性
農
業
者
の
意
気
高
揚
を
目
的

と
し
て
、
山
形
大
学
農
学
部
教
授
の
楠

本
雅
弘
先
生
の
講
演
会
、
先
進
農
家
の

事
例
紹
介
、
女
性
舞
踊
家
、
小
野
恵
美

子
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
と
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ

ン
ス
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で

開
催
し
ま
す
。
農
家
の
方
だ
け
で
な
く
、

農
業
に
興
味
が
あ
る
方
な
ら
ば
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
　
一
月
二
十
三
日

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時

●
場
所
白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ

　
　
　
ン
タ
ー
（
キ
ュ
ー
ブ
）

●
参
加
費
　
五
百
円
（
昼
食
代
と
し
て
）

●
お
申
し
込
み
先

　
白
石
市
産
業
部
農
林
課

　
　
　
　
　
費
二
二
－
一
二
五
三

　
　
　
　
　
圃
二
二
ー
一
二
五
八

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
一
一
〇
番
通
報
は
、
事
件
・
事
故
な

ど
の
被
害
者
の
救
助
や
犯
人
を
逮
捕
す

る
た
め
の
緊
急
通
報
用
の
電
話
で
す

が
、
警
察
で
は
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な

方
の
た
め
に
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る

通
報
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
一
一
〇
番
）
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
一
一
〇
番
は
、

事
件
・
事
故
だ
け
で
は
な
く
、
迷
惑
行

為
な
ど
で
困
っ
て
い
る
場
合
に
も
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号

　
　
〇
二
二
－
一
二
五
ー
〇
一
一
〇

　
　
　
　
　
　
（
料
金
は
無
料
で
す
）



市民の皆様へ
　　　　　　　　　　こみ収集日について（お知らせ）

◆容器包装リサイクル法が施行されました
　昨年4月から、「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」（容器包装リサイクル法）が施行され、資源ごみ

の区分と出し方は、次のようになります。

◆資源ごみの分別が変更になりました（従来からの赤の指定袋をご利用ください）

　空き缶・プラスチック類と空きびん類に細分別して収集しています。

方し出

水洗いし、指定袋の口元を結んでください

　収集品目の例
飲料用・スプレー缶

ペットボトルなど

ガラス類

　　　（ふたを取り除く

　　　種　　類

空き缶とプラスチック類

空きびん類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（すでに配布しています「ごみの区分と出し方」（保存版）を参照願います）

◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています．曜日の見方は第何回目となります．）

ごみ区分 不燃ごみ

第4／火

第4／月

第4／木

第4／金

第4／水

資源・ビン類

第2、第5／火

第2、第5／月

第2、第5／木

第2、第5／金

第2、第5／水

資源・缶プラ

第1、第3／火

第1、第3／月

第1、第3／木

第1、第3／金

第1、第3／水

可燃ごみ

火・金

月・木

月・木

月・木

火・金

　　　　地区（地域名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、自川、小下倉）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成10年1月の収集日は下記のようになります

みご燃不資源・ビン類

1／271／13

1／26

1／22

1／23

1／12

1／8

1／29
1／9

1／30

資源・缶プラ

　　1／6
　　！／20

　　1／5

　　1／19

※

臨時収集日1／14

　　　　可　　燃　　ご　　み

1／6、1／9、1／13、1／16、1／20、

1／23、1／27、1／30

地区名

越河、斎川、大平

1／16

1／5、1／8、1／12、1／19、1／22、

1／26、1／29

大鷹沢、臼川、小下倉

福岡、小原

1／281／14
1／7

1／21

1／6、1／9、1／13、1／16、1／20、

1／23、1／27、1／30

市街・東北本線東倶
　（白石工業高校側）

市街・東北本線西偵

　（臼石市役所側）

※C地区（福岡、小原）の資源・缶プラの

収集日は、今月祝日が2回となるため、

　1月14日を臨時収集日としました。

　　（注意）鷹巣地区の資源及び不燃ごみは、月曜日となりました。

　　　　　　また、大鷹沢田中地区の資源及び不燃ごみは、金曜日となりました

◆お願い
　1．ごみは収集日を守り、かならず収集日の朝8時30分までに出してください。

　2．生ごみは、十分に水分を切ってから出してください。

　3，ペットボトルは燃やさないで、資源ごみとして出してください。

　4，スプレー缶は中味を使いきってから穴をあけ、資源ごみとして出して下さし

自治会管理の集積所へ出してください。

の持ち込みはしないでください。

は、一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎月第3土曜日（8：30～11：30〉に受付しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●㊥、市生活環境課　電話22－1314

◆お　願　い
1．ごみは収集日を守り、かな

2．生ごみは、十分に水分を切

3，ペットボトルは燃やさない

4，スプレー缶は中味を使いき

◆ごみは指定の集積所へ
1，　ごみはあなたが住んでいる

2．他の自治会管理の集積所へ

　◎仙南リサイクルセンターで

退
職
自
衛
官
仙
台
無
料

　
　
職
業
紹
介
所
か
ら

　
退
職
自
衛
官
は
企
業
の
二
i
ズ
に
応

え
う
る
人
材
が
豊
富
で
す
。

　
　
　
　
（
全
国
で
年
間
約
九
千
人
〉

退
職
自
衛
官
は

・
組
織
及
び
人
問
関
係
を
重
ん
じ
協
調

　
的
で
す
。

・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
、
総

　
合
的
判
断
力
と
指
導
力
に
富
ん
で
い

　
ま
す
。

・
強
い
責
任
感
と
不
屈
の
精
神
力
を
持

　
っ
て
い
ま
す
。

・
体
力
、
気
力
と
と
も
に
、
旺
盛
な
実

　
行
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

・
年
齢
は
若
年
（
任
期
制
）
退
職
者
が

　
二
十
～
二
十
五
歳
、
定
年
退
職
者
が

　
五
十
四
～
五
十
五
歳
で
す
。

●
連
絡
先

・
退
職
自
衛
官
仙
台
無
料
職
業
紹
介
所

盈
〇
二
二
（
二
二
七
）
二
六
一
〇

自
衛
隊
船
岡
駐
屯
地
援
護
セ
ン
タ
ー

盈
○
二
二
四
（
五
五
）
二
三
〇
一

鱗鯛7附
『能蠣±⑳圖』層す◎

平成9年度北方領土に関する標語

　北方領土問題対策協会会長賞
し　お

四島還り広がる交流深まる友好

　
　
の

　
　
．
．
▼
　
　
■

　
　
　
　
　
」

　
　
　
み
せ

　
　
　
薬

■
「

白
石
市
薬
剤
師
会

　
　
会
長
　
上
西
　
安
武

　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
の
タ
キ
ト
ノ
ノ
リ
も

　
　
　
　
　
　
叢
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
ハ

　
2
種
類
以
上
の
薬
を
飲
ん
で
い
る

と
、
な
か
に
は
相
性
の
良
く
な
い
薬
も

あ
り
、
思
い
が
け
な
い
相
互
作
用
が
起

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
複
数
の

病
院
や
医
院
を
受
診
し
て
い
る
と
、
お

医
者
さ
ん
は
お
互
い
に
、
患
者
さ
ん
が

な
ん
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
相
互
作
用
に
は
、
薬
が
効
き
に

く
く
な
る
、
副
作
用
が
出
る
、
薬
が
効

き
す
ぎ
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
服
用
し
て
い
る
薬
に

つ
い
て
、
詳
し
く
医
師
に
話
す
。
薬
の

量
や
飲
み
方
は
医
師
の
指
示
に
従
う
。

服
用
後
、
い
つ
も
と
違
っ
た
様
子
だ
っ

た
ら
急
い
で
医
師
に
相
談
す
る
。
と
い

っ
た
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
で
飲

む
と
効
き
目
が
低
下
す
る
薬
が
あ
り
ま

す
。
薬
は
水
か
白
湯
で
の
む
の
が
原
則

で
す
。
飲
み
方
に
も
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

　
働
日
本
薬
剤
師
会
で
は
、

「
G
E
T
T
H
E
A
N
S
W
E
R
S
」

ー
ゲ
ッ
ト
ジ
ア
ン
サ
ー
ズ
ー
と
い
う
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
薬
に
つ
い
て
の

質
問
に
答
え
を
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
薬
の
名
前
は
？
効
能
は
？

副
作
用
は
？
飲
み
合
わ
せ
は
？
な
ど
何

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
、
ご
近
所
の
薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ジ．鴨．

甲羽　俊平くん　　〔沢目1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．！’ボ

．
｛
σ
μ

馨

己

臨選鞭鐸顯鞭
解

鮎怖四欄鞠
裂～即口



スパツシュランドしろいし 岱29－2326

圃29－2328

鑓凋慮物《＠物勧

惣膀動撫おぞ1
お正月は元旦より営業します

休館日1月14日（水）・28日（水）

新春特別企画

　1月1日～3日の3日間は無料送

迎バスを運行致しますので、どうぞ

お気軽にご利用ください。

初笑い、「お年玉抽選会」全員が

当たる、はずれクジなし。景品もり

だくさん用意してます。（元旦のみ

先着300名様）

※「エアロビクス教室募集中」です。

言羊しくはスパッシュランドまで。

◎　片倉家中武家屋敷「旧小関家」唖ヰ2162

武家屋敷催事「七草の会』

融ゐ激囎ぺよう4螺粥
みなさまの御来場をお待ちしてお

ります。

●日時　1月7日（水）

　　　11＝00～13：00

●会場
片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●主催
白石市教育委員会

財団法人自石市文化体育振興財団

●内容
七草粥を作り、武家屋敷来観者等

に食してもらう。

●講師
自石市食生活改善推進員会会員

●お問い合わせ先

白石市教育委員会社会教育課

文化財係　盈22－1343

岱・圃26・3004

甑図書館からのお知らせ

　1月10日より図書電算システム

が稼働になりますので、利用者カー

ドが新しくなります。図書館カウン

ターで受け渡しをしますので本人と

確認できるもの（免許証等）をお持

ちください。

なお、利用者カードは、本の返却

が済んだ方から新カードをお渡しす

るようになりますので、よろしくご

協力お願いいたします。また、電算

システム入力のため「こまくさ号」

より貸出中図書については、早急に

返却願います。

馬

馬中央公民館 盈26－2453

囹24・5377

誌第36回新春囲碁・将棋大会
中央公民館主催の「新春囲碁・将

棋大会」を次のとおり開催いたしま

す。皆さん奮ってご参加ください。

●日時　1月25日（日）9：00開始

●会　場　中央公民館（講座室）

●会　費　1人1，000円（昼食代等）

　　　※中学生以下は500円
●参加資格　市民

0試合方法
　囲碁・将棋の部とも段級別によ

るリーグ戦で行います。

●お申し込み方法

　1月19日（月）まで、申込書に会費

を添えて、中央公民館までお申し込

みください。

（申込書は中央公民館にあります。）

●お問い合わせ先

白石市中央公民館

行26－2453・圃24－5377

図

　R旧RARY　NEWS
★今月の書棚（子ども読書室）

　
　
囎
5

1．おもしろかいわ1ひとくち表現集
．おもしろかいわ2　場面別表現集
．たんごあそび
，あそぴことば
．アメリカンライフ
．ABCあそび

　■新着図書案内30選
1．9つの動機　　　　　　　　　木村孝著
2．長門型戦艦　　　　太平洋戦史シリーズ

3．ニュージーランド　　　青柳まちこ編
4．だいじょうぶだよ登校拒否

　　　　　　　北澤康ほか著
5．金融ビックバンを生き抜くヒント

　　　　　　　　松本進著
6．全身ラクになる「冷え症」の特効術

　　　　　　　五十嵐康彦著
7，あなたの心が壊れるとき　高橋龍太郎著

8．わが家で楽しむ手づくり食品

　　　　　　島田弥生ほか著
9，旅にでたら寄ってみたい庭30

　　　　　　　野村勘治著
10．おしゃれな花はがき絵教室

　　　　　　　菅田とも子著
11．社交ダンス入門　　　　　　　玉井清著

12。古器と野の花　　　　　　　　守田蔵著

13．人物を描く　　　　　　　河北倫明監修

14．超カンタン使える中国語会話

　　　　　鱒澤彰夫、劉力編著
15．愛をさがして

　　　　フランソワーズ・サガン著
16．いってもいっても地平線　　立松和平著

17，犬も歩けば　　　　　　　阿刀田高著
18．イタリア・ツアー物語　　　長谷部洋著

19．三毛猫ホームズの無人島　　赤川次郎著

20．殺人者はオーロラを見た　西川京太郎著

21．はじめてのバード・ウォッチング

　　　　　　　松田道生著
22，象さんの素敵な生活

　　クリスティーネ・ネストリンガー作
23．おへその太陽を　　　　　　山中恒著
24．魔法使いハウルと火の悪魔

　　　ダイアナ・ウイン・ジョーンズ作
25．小中学生のための文章道場

26．サバイバルクッキング
27、ウルトラマンティガ・ウルトラ戦士ひみつ百科

28．ありがとう1介助犬ブルース
29．かわうそがひろったちょきん箱

30．ヨリンデとヨリンゲル

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　火～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　　10時～16時
休館日　　月曜日，毎月末日，国民の祝日

　　10／1～10／10（曝書期間）、

　　年末年始
1月の休館日

1日～3日、5日、12日、15日、19日、
26日、31日（月末休館日）

暑年天年始の休館日12月28日一1月3日
の間は返却ポストを利用下さい。

慈

ンキ

Φ
ツク

　
吻四働

・厚揚げのステーキきのこ添え

藝

厚揚げを香ぱしく焼き、きのこを
たっぷりと添えたヘルシーメニュー！

〈
作
り
方
〉

①
厚
揚
げ
は
4
つ
切
り
の
そ
ぎ
切
り
。

②
し
い
た
け
は
石
づ
き
を
取
り
、
せ
ん

　
切
り
に
す
る
。
し
め
じ
は
小
房
に
分

　
け
、
に
ら
は
3
㎝
位
に
切
り
、
に
ん

　
に
く
は
薄
切
り
と
す
る
。

0
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
厚
揚
げ

　
を
香
ば
し
く
焼
き
、
酒
と
し
ょ
う
ゆ

　
を
か
ら
め
、
皿
に
盛
る
。

④
さ
ら
に
油
を
熱
し
に
ん
に
く
と
豆
板

　
醤
を
香
り
が
た
つ
ま
で
妙
め
、
②
を

　
加
え
て
酒
と
し
ょ
う
ゆ
で
昧
付
け
す

　
る
。
そ
れ
を
生
揚
げ
の
ま
わ
り
に
盛

　
り
付
け
、
温
か
い
う
ち
に
い
た
だ
く
。

　材料〈4人分〉

厚揚げ………・……3枚

生しいたけ・……・…100g

しめじ・…一……・・”160g

‘こら・・…　一・・一噂・■噂欄一60g

にんにく…………1かけ

油……………・大さじ1

ラ酉・一一■一一・・一・・大さじ2

しょうゆ………・大さじ1

豆板醤…………大さじ1

　　　　￥　　　　　￥
　　　　　￥
　　　　　￥　　　　　　＼
　　　　　　、
　　　　　　、
　　　　　　、
　　　　　　亀
　　　　　　巳
　　　　　　1　　　　　　σ
　　　　　　」ヘルスメイト白石　　　，

樋口　妙子さん　1

　　（越河）　，
　　　　　ノ　　　　　ノ　　　　　ノ
　　　　ノ　　　　／　　　　！　　　ノ

四
，
須
／

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
相
談
者
の
力
に

な
り
、
よ
り
よ
い
市
民
生
活
を
送

れ
ま
す
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
白
石
市
内
に
も
無
人
契
約

機
が
増
え
て
い
ま
す
。
消
費
者
に

と
っ
て
親
し
み
や
す
い
名
前
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
無
人
契
約
機

は
現
在
全
国
で
三
千
台
を
超
え
る

設
置
数
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
感
覚
で
誰
に
も
会
わ

ず
に
カ
ー
ド
が
作
れ
る
た
め
、
借

金
に
際
し
て
の
心
理
的
抵
抗
感
を

減
少
さ
せ
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
利

用
者
の
拡
大
に
つ
な
が
る
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
の
大
手
サ
ラ
金
会
社
の
金

利
は
年
利
二
五
～
二
八
％
と
銀
行

金
利
に
比
べ
る
と
実
に
百
倍
近
く

の
高
金
利
で
す
。
ま
た
中
小
サ
ラ

金
会
社
の
金
利
と
な
る
と
年
三
〇

～
四
〇
％
超
高
金
利
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
誰
に
も
会

わ
ず
に
簡
単
に
カ
ー
ド
が
作
れ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
（
自
分
の

預
金
を
引
き
出
す
感
覚
）
に
無
人

契
約
機
を
利
用
し
て
い
る
と
、
自

分
の
収
入
で
は
返
済
で
き
な
く
な

り
多
重
債
務
に
な
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
な
計
画
と
注

意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
既
に
多
額
の
借
金
を
抱
え

て
い
て
返
済
に
困
っ
て
い
る
人

は
、
借
金
返
済
の
た
め
に
利
用
す

る
こ
と
は
、
絶
対
避
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
す
ま
す
借
金
が

増
え
る
ば
か
り
で
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
は
、
こ
れ
以
上
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
す
ぐ
弁
護
士
会
や
消

費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
盈
二
二
－
一
三
二
二

（
ノ つ

ε

＠

無人契約機について

功
品　目
食パン
食用油
み　　そ
うるち米
牛　　乳
輸入牛肉

まぐろ
兄　　び
にんじん
ね　　ぎ
国産牛肉

普通品（1斤入り）1袋
　規　　格

サラ翻食用調舗ポリ容器入り、1臓

撫構盈蘇る裂到へり可
宮城県産ひとめぽれ100％
　の　どくら　　はイ　ぬ　ラ

14、紙パック入り

ロース、チルド、100g
赤身、切身鵬用）きはだ又はめばち100呂

輸入品、無頭、長さ8～10cm、100g

普通品1kg
普通品1kg
ロース、チルド、100g

平均価格

144

424

351

4，603

踊桐胱

＋12
＋31

193－　7
369

599

946

132

151

439

高値
150

498

398

4，800

198

450

820

980

198

198

498

安値
135

378

258

4，250

185

288

420

880

　98
128

380

プロパンガス
品　目

灯油（店頭）

灯油（配達）

軽　　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー
ビデオテープ

クリーニング

チ　　ズ
鶏　　卵

一般家庭用、10㎡
　規　　格

184
184

1ゑ店頭価格、現金売り
1臥レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、離度粉末1，2kg（1，5kgでも可）

液体、ポンプタイプ、700～780麗

VHS、録画i時闘120分、スタン
ダードタイプ、3巻組、換算可
一露由ワイシャツ1枚、綿
あるい　　　ぬ　　ゆし
固形、プロセス、箱入り、200～225g

Mサイズ、10個入り1パック

調査年月日：平成9年11月1日

　　　高値　禰銅砒　　　　　安値平均価格

5，442－545　　　　5，662　　　　　5，200
898　　＋66　　　　900　　　　　　894
834－56　　　　886　　　　　　774

　79　　　0　　　　81　　　　　　78
100－　2　　　　　　98　　　　103
458－48　　　　498　　　　　　398
608　　　　698　　　　　　498
713　　　　780　　　　　　580
206　　＋60　　　　370　　　　　　98284　　　　328　　　　　　228
197　　　　198　　　　　　196



仙南地域広域行政事務組合職員募集ノ 時さえ忘れる蔵王の麓のファンタジー

明日また遊ぼう！
●試験区分　初級（高校卒業程度）

●職　種　消防（消防業務に従事）

●採用予定人員　男若干名

●受験資格

　昭和48年4月2日から昭和55年

4月1日までに生まれた者で、平成

10年3月31日までに普通自動車以

上の運転免許を取得可能な者

●申込期限　1月12日（月）

●試験日時・場所

　2月1日（日）10：00

仙南地域広域行政事務組合

総合庁舎（大河原町字新青川1－1）

●お申し込み・お問い合わせ先

仙南地域広域行政事務組合総務課

から所定の申込用紙の交付を受けて

申し込みください。

仙南地域広域行政事務組合総務課

ao224－52－2628

仙南地区自作視聴覚教材コンクール作品募集〃

●開催日時　1月20日（殉9：00

●会　場　仙南広域行政事務組合

　　　総合庁舎研修室（3階）

●募集規定

O資格
・仙南地域広域圏内（2市7町）に

居住または勤務する方で、個人・

　団体の別は問いません。

・出品する作品は未発表に限ります。

・制作販売を業としない者の作品に

限ります。

O出品部門
・学校教育（絵画、スライド、T　P）

・社会教育（絵画、スライド、T　P）

・コンピュータ（コンピュータソフト）

O発表時間
・学校教育、社会教育部門は一作品

歩くスキーの墓礎
　　技術研修会

●日時　2月1日（日）

●場　所　国立南蔵王青少年野営場

　　（白石市福岡深谷字白萩山39）

●参加対象　一般社会人、学校の教

職員、社会教育関係者、大学生等

　（経験の有無は問いません）

●参加定員　40名（先着順受付）

●参加経費　1，000円

　　　　（昼食代、保険料等）

●参加申込

　1月25日まで直接国立南蔵王青
少年野営場へ電話、F　A　Xでお申し

込みください。

盈24－8126　　圃24－8128

20分以内

・コンピュータ部門は15分以内で

　プレゼンテーション

O作品内容
・学校教育、社会教育の教材として

利用できるものであること。

・解説（O　H　P・スライド等）は録

音によること。

O出品点数　特に制限しません。

●表　彰　優秀作品には賞状、楯等

出品者全員に参加賞

●応募締切　1月13日（殉

●お申し込み・お問い合わせ先

仙南視聴覚教材センター

盈0224－52－3433

圃0224－52－2660

※コンクールの視聴もできます。

平成10年元旦

ウォーク・ラジオ体操in白石城

　元旦早朝の「初ウォーキング」と

「初日の出」を拝みながらの耐寒ラ

ジオ体操会に参加し、心身共に健康

で明るい一年のスタートにしましょ

う。

●日　時　1月1日（元旦）

　　　6：45～
●会　場　自石城本丸御殿跡広場

●お申し込み　不要（参加希望者は

6：40までにお集まりください）

●お問い合わせ先

白石城ラジオ体操会　太田博隆

留25－8833

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
入
院
し
て
い
る
少
女
と

町
の
少
女
の
友
達
の
お
話
を
縦
糸
、

猫
た
ち
の
冒
険
が
横
糸
に
な
り
、

あ
ぶ
く
ま
地
域
の
風
景
と
歴
史
を

浮
き
上
が
ら
せ
た
、

蔵
王
の
麓
の
時
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2／14㊤午後3時開演

　15⑤午後3時開演

仙南芸術文化センター
（対こホ→レ）大ホール

　　大人　　1，000円
　　　　　　（当日券1，200円）

　　中学生以下　600円
　　　　　　　（当日券800円）
●チケットは、えずこホール窓口・各市町の取扱

所でお求めください。なお、当日券に限りが
ありますので前売券をお求めください。

仙南地域広域行政事務組合

　　　企画調整課

奮0224－52－2628
　（財）仙南文化振興財団

奮0224－52－3004

∂

白石市文化体育活動センター「キューブ」 岱22唱1290

圃22・1289
1月の休館日

1～4・7・14・21・28日

三枝成彰音楽大学 トン1コープマン・オルガンリサイタル

財ぺ9λ間騒聾一創
映画とオペラのすてきな関係。映

画の中に登場するさまざまなオペラ

の曲、シーンから、そこに込められた

キーワードを読み解いていきます。

●日時　1月17日〔土）

　　　18：30（開演）

●受講料（消費税込み）

　　　一　　　般　2，100円

　　　高校生以下　1，050円

井上圭子パイプオルガン・コンサート

我が国を代表するオルガニスト、

井上圭子さんの演奏によりオルガン

音楽の醍醐味をキューブのコンサー

トホールで味わっていただきます。

●日時　1月25日（日）

　　　18：00（開場）

　　　18：30（開演）

●入場料（消費税込み）

　　　全席指定　3，000円

世界中で指揮および演奏活動を行

い、数多くのレーベルからレコード、

CDを出している。日本では、1985

年チェンバロ奏者として3年連続の

「バッハ生誕300年記念・平均律ク

ラヴィーア曲集全曲演奏会」が放送

され、全国に大きな反響を呼んだ。

●日　時　2月15日（日1

　　　14：00（開場）

　　　14：30（開演）

●入場料（消費税込み）

　　　全席指定　4，000円

古典芸能伝承の館碧水園盈・圃2昏7949 1月の休館日

1～5・12・16・19・26日

碧水園舞台開き 市民茶会（新春茶会）

●日　時　1月11日（日）

　　　10：00～12100

●内　容　日本舞踊・謡曲・仕舞・

　　　詩吟・長唄・箏曲等の発表

●入場料無料
どなたでもお気軽にお立ち寄りく

ださい。

賄懸繍劉
●日時　1月11日（日1

　　　10：00～15：00

●お茶券　500円

碧水園能普及公演

薦多翻爵事謝
能の幽玄な世界をご堪能ください。

●日　時　2月11日㈹

　　　12：50開場、13：20開演

●入場券　全席自由席　5，000円

●主催碧水園能に親しむ会

　　　実行委員会
●出　演　喜多流佐々木宗生師ほか

●演　目　能「簸」「湯谷」

　　　狂言「舟ふな」ほか

白石市働く婦人の家 岱・圃25・5095 1月の休館日

1～5・11・15・19・25日

洋裁サークル生募集1

欝冒融庭か∂庭

嗣ゐ激蝦黛どゐ敏瀞阜

　あ敏庭趨暴＠《つ《碗霧動

●日　時　毎月第一・第三水曜日

　　　10：00～12：00

●場　所　白石市働く婦人の家

●講　師　朝熊きく江先生

●受講料　月2，000円

●お申し込み　直接働く婦人の家に

電話かご来館のうえ、お申し込みく

ださい。

ミニ展示会

期間

1／20㈹

　～

2／6休〉

内　容

パッチワーク

ペン習字

フォトスワン（写真〉

場△
茸

白石ニチレイフーズ

セラビ白石

白石市役所

イ　弥治郎こけし村 岱・翻26・3993 1月の休館日

1・2・3・4・14・28日

新年1月2・3日は臨時開村いたします

●臨時開村時間　10：00～14：00

●新春特別企画

名和好子コレクション展開催

㈱アリミノ様から市に寄贈いただ

いた、弥治郎系工人の懐かしい作品

を展示いたしております。ぜひ、ご

覧ください。



働勘疹慰

1月1日

　内科　梅津内科医院盈24－3571

　外科　宮　城　医　院留25－2062

　歯科　三沢歯科クリニック費25－6483

1月2日
　内科　引地泌尿器内科クリニック盈26－2823

　外科　加　藤　医　院盈26－2653

　歯科水野歯科医院a26－2401

1月3日

　内科　塚本内科医院盈26－1026

　外科　刈　田　病　院費25－2145

　歯1科　　村上歯科医院（蔵王町）　盈33－4125

1月4日

　内科亘理医院費25－8501
　外科　刈　田　病　院魯25－2145

　歯科　真壁歯科医院（蔵王町）盈32－3122

1月11日

　内科梅津内科医院盈24－3571
　外科　刈　田　病　院盈25－2145

　歯科谷津歯科医院盈26－3254
1月15日

　内科　三浦クリニック暦25－6854

　外科　橋　本　医　院盈25－1616

　歯科亘理歯科医院盈26－2563
1月18日

　内科海上医院盈25－1501
　外科　刈　田　病　院盈25－2145

　歯科　白石中央歯科医院費24－5554

1月25日

　内科広瀬医院公25－0238
　外科　銭　谷　医　院奮25－2010

　歯科吉村歯科医院公26－2118

2月1日
　内科　水野内科クリニック暦25－2736

　外科　刈　田　病　院倉25－2145

　歯科　ごとう歯科医院盈24－2020

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

■人ロ41，713人（前月比）一8人

　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　

帰2軌497　帰21・216

■世帯数

　　　　※住民基本台帳から
書12，724
　　　　　11月30日現在

1監 上からお礼申しあげます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

　メガネの相沢白石セラビ店　代表

取締役社長相沢博彦氏、大槻愛子氏、

峯村巌氏、日販商事㈱　代表取締役

社長安藤好昭氏、白石第一幼稚園母

の会　会長鈴木みさ子氏、㈱アリミ

ノ　取締役社長田尾有一氏、登別物

産会

、’成10年度保育園入所児の受付を始めます

　1月7日（水）から4月に保育園へ入

所する児童の受付を始めます。入所

を希望される保護者の方は、関係書

類を添えて福祉事務所または、各保

育園へお申し込みください。

　なお、現在入所中、および申請中

の児童についても、新たに申し込み

が必要になります。

●受付期間

　1月7日（水）～

　平日　8：30～17＝15

　※広報しろいし12月号に詳しく掲

　載してあります。

●お問い合わせ先

　福祉事務所保育係

　費22－1400（内線163）

陶問歯科健康診査」について

　在宅で療養中の寝たきり、及び歩

行困難者を対象に「訪問歯科健康診

査」を実施いたします。「虫歯があ

る」「入歯が合わない」「口のにおい

が気になる」など心配のある方は、

ぜひお申し込みください。

●日時　1月21日（水）13：00～

●お申し込み先

　市民生部保健課保健指導係

●締め切り　1月16日（金）

※希望があれば、随時相談できます

ので、気軽にお問い合わせください。

　費22－1361（内線）606・607

石郵便局からのお知らせ

辱疑蜘◎年塵凋包圖鯛》

郵便番号麟7勿夕臆恕◎窟す9

　現在3ケタ及び5ケタの郵便番号

が、来月2日からすべて7ケタに統

一されます。

　白石市内の郵便番号も、現在使わ

れている5ケタの郵便番号の後に2

ケタの番号を加え7ケタとなりま

す。各地区の新郵便番号につきまし

ては、年賀はがきをお届けの際にお

知らせしております。

　年賀状を利用して、知人・友人の

住所はもちろん郵便番号も訂正して

いただければさいわいです。

　みなさまのご理解とご協力をお願

いいたします。

（新郵便番号）お問い合わせ先

　　　　　郵便課餐25－2743

市内の交通事故11タ冒鮒

事故発生件数　80｛牛（689イ牛）

死亡者数　　1件（　3件）
負傷者数　21f牛（167イ牛）
物損件数　60｛牛（549｛牛）

　輝いています。今のあなた
★ の1

灘 5

4

市営住宅等入居者募集ノノ
平成10年度放送大学（教養学部）

第1学期学生募集”

僧翻獲灘織憲鑛魔難薯鰯翻罵翻》
●所在地　臼石市鷹巣字梅田地内

●募集戸数　10戸（中堅所得者向）

●募集受付日程

　1月6日（月）～1月17日㈹

　8：30～17：00（ただし、土・日曜日は除く。〉

●募集受付場所

　市役所2階土木部建設課住宅係

◎所得基準（所得が入居の申し込み

　をする日において20万円以上60

　万1千円以下）

※詳しくは、「広報しろいし」11月

号に記載しておりますのでご覧くだ

さい。

団地名

鷹巣住宅B．C

形式

3LDK

家賃（敷金は3月分）

50，900円～124，000円

募集戸数

10戸

佃翻謹麟健薯風源購翻》
●所在地　自石市鷹巣字梅田地内

●募集戸数　1戸

　（高齢者・身体障害者世帯等専用）

●募集受付日程

　1月6日（月）～1月17日團

　8：30～17：00（ただし、土・日曜日は除く。）

●募集受付場所

　市役所2階土木部建設課住宅係

◎高齢者・身体障害者等収入基準

　（0～268，000円以下）

※その他、市営住宅の空家は随時に

申し込みを受けております。

●お問い合わせ先

　市土木部建設課住宅係

　費22－1326（内線261．263）

　平成10年1月下旬から、C　Sデ

ジタル放送（パーフェクTV！申請

中）を利用して全国放送を開始しま

す。（自宅での放送授業視聴による

学習が可能になります。）

●募集学生

　選科履修生（1年問在学する学

生）、科目履修生（1学期間「6か

月」在学する学生）

●出願受付締切

　2月15日（日）

●資料請求・お問い合わせ先

　放送大学宮城地域学習センター

　〒980－77

　仙台市青葉区片平2丁目1－1

　盈022－224－0651

　放送大学ホームページ

　h晦）：／／㎜。U－air，acjp／hp

　F　A　X情報サービス043－211－8351

即応予備自衛官を募集ノノ

団地名

鷹巣住宅A棟

形式

2LDK

家賃（敷金は3月分）

21，900円～48，200円

募集戸数

1戸

身体障害者水中教室参加者募集11

　障害者の機能回復や交流を目的に

水中教室を開催いたしますので、この機

会に気軽に参加してみませんか口

●日時　1月26日（月）、27日（殉

　　　　10＝OO～12：00

●場　所　スパッシュランドしろいし

●対象者

　身体障害者手帳所持者及びその介

護者、付添者（医師に入水を認めら

れている方）

●参加料

　無料（ただし、定員は先着40名）

●内容
　指導員による水中歩行等の実技指導

希望者には泳法の指導もあります。

●持ち物　水着、水泳帽子、弁当

●申込期限　1月13日（幻

※スパッシュランドしろいし送迎バ

スをご利用いただけます。

　白石駅前　9：35

　市役所前　9140

●お申し込み・お問い合わせ先

・市福祉事務所　社会福祉係

　血22－1400　（166）

　圃26－2699

・宮城県身体障害者福祉協会

　盈022－291－1587

　スパッシュランドしろいし

　盈29－2326

　　　“o
以クヘチ 勧0　」

　有事など（防衛出動、治安出動、

災害派遣等）いざというときに、現

職の自衛官とともに社会に貢献する

市民で、平成11年3月からの採用
予定です。（年間30日の訓練有）

●対象者

・元自衛官の方で、在隊年数1年以

上、退職後1年未満でかつ50歳未

満（陸士長以下は32歳未満）の方

・現在予備自衛官の方

●任用期間　3年（継続可能）

●給与等

・訓練召集手当（日額10，400円～

14，200円）×30日・即応予備自衛官

手当月額16，000円・1任期勤続報奨

金120，000円（3年毎）

●雇用企業に対する給付金

　即応予備自衛官を雇用し、訓練召

集のために所要の措置を講じた企業

には、年間額約50万円／1人が給
付されます。

●お問い合わせ先

　自衛隊宮城地方連絡部

　智022－295－2613
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　▲大賞　田部隼人くんの作品「力強い八郎」

　昨年11月21日から一週間、仙台市内

のデパートで開催された第16回「みや

ぎ児童画展」（ミヤギテレビ主催、県・

仙台市等が後援）で、福岡小学校から3

名の児童が入賞しました。

　この児童画展には、県内の幼稚園児か

ら中学生までの応募作品約2，600点のう

ち、審査で入賞した380点が展示されま

した。

栄えある大賞に輝いたのは、5年生の

田部隼人くんの作品「力強い八郎」。こ

の作品は秋田県に伝わる昔話の登場人物

「八郎」を多色刷り版画で表現したもの

です。図工はあまり得意ではないという

田部くん「まさか入賞するとは思ってい

ませんでした。しかも大賞をもらえるな

んて、本当にうれしいです。」

　また、日本テレビ文化事業団賞を受賞

したのは、2年生の村上裕和くんと長峰

分校5年生の高橋　愛ちゃんです。

村上くんの作品は「カマキリとなかよ

し」。カマキリにまたがって草むらの中に探検しに行く様子を紙版画で表現したものです。

「図工は一番好きな科目です。賞をもらえてとてもうれしかったです。お父さん、お母さ

んも喜んでくれました。」

愛ちゃんの作品は「楽器を演奏する友だち」。アコーディオンを弾く友だちを、田部く

んと同じ多色刷り版画で表現したものです。「アコーディオンの鍵盤のところが大変でし

た。遅くまで残って何日もかかった作品だったので、入賞できてよかったです。」

　3人とも図工で賞をとったのは初めてということで、本当にうれしそうに話をしてくれ

ました。3作品とも感受性豊かに伸び伸びと描かれておりました。

　　　　　　　　一

白石萎八・

た　なべ　はやと

田部隼人くん
（福岡小・5年）

　　ひろかず
村上裕和くん
（福岡小・2年）

　　　あい
高橋愛ちゃん
（福岡小長峰分校・5年）
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高繍湖都葱轍欝
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和也さん、麻記さんご決婦の長女

ママからひとこと

　優しい女の子になってね

パパからひとこと．

　明る薮健康な女の子に育ってね

人権擁護
行 政

生 活

社会保険
消費生活
補聴器巡回
サー　ビス

無料法律
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